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ゆく年くる年に思う
－橘会長インタビュー

北海道知的障がい福祉協会会長橘 文也

－平成29年1月4日北海道新聞に掲載された障害者虐待

についての記事をどう捉えますか一

一申年から酉年へと襟がわたり当協会に集う皆様もあらた

な想いを胸に新年を迎えられたことと思いますが、橘会長

から改めて会員のみなさまにメッセージをいただきたいの

ですが一 橘会長：4日の朝、東京で記事を知り、早速、荒・日向両

副会長に情報収集を指示しました。北海道新聞の記事は、

厚生労働省の資料に基づき報道されたものでしたが、気に

なったことは保護者のコメントで「虐待されていると分

かっていても施設側には言えない。言ってしまうと退所等

を余儀なくされる」と記者は書いたが、その裏付けはどう

なのか。今時そういう施設があるのか。契約制度ですの

で、保護者は虐待があったらはっきりと言う勇気を持って

欲しいなと思いました。また、そういう施設は本会の会員

ではないとも思っています。2月に行われる施設長研修会

で新聞記事を配布し、施設長がどう思っているのか議論し

てほしいものです。記事を読んでああそうですか、残念だ

と言うことで終わることなく、今でもこう思っている保護

者がいるということを踏まえ、さらに保護者と施設間で話

しあって欲しいものです。そして私たちの協会として虐待

橘会長；まずは会員施設事業所を利用されている皆様と

役職員の皆様が健康につつがなく新春を迎えられたことを

お慶び申し上げます。

本来ならば新しい年への期待や夢を放談することが許さ

れる新年ではありますが、昨年7月に神奈川県相模原市に

ある津久井やまゆり園で起きた史上最悪の事件でお亡くな

りになられた方々のご冥福と、被害に遭われたみな様への

お見舞いと、一日も早い心身の回復を心よりお祈りいたし

ております。年は改まりましたが忘れてはいけない事件で

す。二度と起きないよう日々の支援体制の強化や充実はも

ちろんのことですが、障がいのある方の生活を阻害する全

てのことや差別や偏見が多くならぬよう、共に生きる社会

を目指すことを胸に刻み支援に当たりたいものです。

また、 8月末に上陸した台風10号は、南富良野町幾寅

をはじめ道内に多くの被害をもたらしました。復興に向け

前向きの情報は多く頂いておりますが、厳寒の時季を必死

に支援介護されている皆様のご努力とご支援いただきま

した会員の皆様に感謝いたしております。

さらに、第54回の全国知的障害福祉関係職員研究大会

を成功裏に導いてくれた道内関係施設並びに職員のみなさ

まへ、改めて"ありがとうございました"と感謝のことば

をお伝えするしだいです。

■■■■

が、何を持って虐待

と捉えるか調査して

欲しいと思っており

ます。依然として虐

待があるということ

に対して真筆に受け

止め、日々の支援で

利用者さんとよく話

し合って虐待防止に

努めて頂きたいもの

です。

人権侵害ゼロへの

誓いがスタンドプ

鴎

墨別
L

＝

Z

苧



AiGO

レーだという人もいるのが実に残念なことです。障がいの

ある方を支援する上でスタンドプレーではなく、常に私は

1丁目1番地だと思っています｡ゼロへの誓いをしたから、

虐待が無いということに少しずつでも繋がって行けばと願

うのは一つの流れなのです。なぜ署名しないのか2年前の

施設長研修会で話したことがあります。虐待ではなく、人

権侵害という言葉に問題があるのか、虐待ゼロといえば署

名してくれるのか。自分が住みたくない入所施設に入れら

れていることが人権侵害であると考えている事業所・施設

なので署名を進めていないのか、入所施設そのものの存在

が人権侵害だと思っているとするならば、とらえ方は難し

いとは思うのだけれども． ・ ・ ・ 、人権侵害ゼロへの誓

いを北海道知的障がい福祉協会がやりはじめて10年経過

し、いろんな法律が整備されてきたからというわけではな

いが、人権侵害ゼロへの誓いは、職員一人ひとりの約束ご

ととして欲しいし、虐待防止法を遵守することに続くス

タート地点として「ゼロへの誓い」に署名して頂きたいと

思います。会員の中で虐待があったかどうかは定かではな

いが、障がいのある全ての方々への福祉増進を本会は目的

としているので虐待根絶に向け協会の施策事業として改め

て取り組んでいかなければと感じています。

』

ら発信していきたい。たとえば選手村などにアートを展示

し､和太鼓演奏をさせてもらうなど東京まで行かなくとも、

合宿所のロビーなどに当協会からアクションして、事業を

推進していくことは可能なのではないかと考えています。

是非メディアを使って人材確保の展開を図っていければ一

人でも多くの人材確保につながり、ゆくゆくは職員の質の

向上に向けての魅力ある研究研修へとつながっていくので

はないかと私は思っています。

また、新年度に向けて道との行政懇談会を開催したいと

も考えています。メンバーは障害福祉行政だけでなく、教

育や労働部局、社会福祉協議会、民間共済会など関係団体

との連携を図り、各部会で現状課題を分析し、高め、行政

に対して提案していきたいと思っています。

最後に、平成30年から3年間の第5期障害福祉計画を

厚生労働省の蟇本指針に従って各市町村自治体は計画を立

てることになります。今、その基本指針を社会保障審議会

障害者部会で話し合いをしているところですが、そこで障

害児の入所施設のあり方が問題となっています。平成30

年までに、このまま続けるのか、成人施設に転換するのか

が迫られている状況です。各施設・事業所で単独で判断し

て良いのですか、と私は言いたい。現に旭川から稚内まで

の道北には入所の児童施設が無くなりました。そのエリア

に児菫入所施設が無くなったら児菫入所のニーズにどう対

応するのですか。－施設の問題ではないと私は思います。

都道府県なり市が事業所と一緒になって考えていかなけれ

ば、障害福祉計画が成り立たなくなります。是非このよう

な問題があれば政策委員会でまとめ、道庁を通じ、中央へ

意見を出していく流れが必要だと感じています。

－最後に、今年の抱負などお聞かせ願います。－

橘会長：今年の抱負としては、利用者の支援の質を高めて

いくための「人材確保」と確保した職員の質の向上に向け

て魅力ある「研究研修」を考えています。昨年の全国大会

でやってきたように､各部会長のご努力に期待しています。

たとえば、人材確保については、以前3年間ラジオで啓発

活動しました。道民向けには大きな啓発活動となりました

が、人材確保までには至りませんでした。

正月早々の道新の虐待記事や朝日新聞等の法人のあり方

についてのネガティブキャンペーンなどは、国民に対する

影響が大きいことを見せつけられました。ですからこちら

も負けてはいられないので、プラス思考のキャンペーンを

図ってみてはと考えているのです。テレビだとお金がかか

りすぎるので、新聞やラジオで記事として取り上げてもら

うとか、社会福祉協議会や道と連携して人材確保にむけた

障がい者の啓発活動 ．。すでに16年の実績がある「み

んなあ－と」などアートを使ってしっかり啓発の一助にし

ていきたいと考えています。そして、その先の東京オリン

ピック・パラリンピックに向けて、このアートは世界に発

信できるメニューだと私は思っています。是非、北海道か

－と橘会長から私たち会員に新しい年、平成29年の新春

を迎え、数々のメッセージをいただきました。－
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